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人権啓発標語 「『だいじょうぶ？』　それはわたしの　たからもの」 菊陽北小学校　４年　藤田　佐
さ

和
わ

　　水平社宣言とはどんなもの？
　差別に苦しむ当事者自身が声をあげ、社会を変える運動を立ち上げ、
どのような視点で差別をなくそうとするかをまとめたのが「水平社宣言」
です。この宣言は、100年前の1922年（大正11年）３月３日の全国水平
社創立大会の時に発表されました。基本的人権の尊重や法の下の平等が
うたわれる日本国憲法より20年以上前に、人間の尊厳や人権のとらえかたを社会に提起していた「水平社
宣言」は、日本初の人権宣言と言われています。またフランス人権宣言、世界人権宣言に匹敵するとも言わ
れています。町の小中学生が使用している教科書にも掲載されており、子どもたちは「人間は尊敬すべきも
のだ！」というこの宣言をしっかりと学んでいます。 

　わたしは、友
だちから決めつ
けをされたとき、
自分の気持ちを
伝えることがで
きませんでした。
なぜなら、「わた
しじゃないよ」
と本当のことを

伝えても、どうせ何も変わらない、ずっと決めつけら
れるんだろうと思ったからです。しかし、今振り返っ
て考えてみると、自分も友だちと同じように、その人
に対して決めつけをしていたことに気付きました。も
しも、本当のことをしっかり伝えていたら、わたしの
ことを信じてくれたかもしれません。そのことに気付
かず、相手のことを信じることができず、自分も決め
つけをしてしまいました。だから、これからは、勝手

な決めつけをせず、一度、自分の気持ちを伝えてみる
とよいことを、今年の人けん学習で学ぶことができま
した。また、もし伝えることがこわいときには、友だ
ちといっしょに伝えれば、自しんをもって伝えられる
ことがわかりました。
　人けん学習を終えて、みんながよりよい生活をおく
るために、自分たちにできることは何だろうと考えま
した。わたしは、みんなが安心してすごすことができ
る教室をつくりたいです。そのために、ふわふわ言葉
でいっぱいの学校をつくっていきたいとあらためて思
いました。

（先生より）
　友だちから決めつけをされたときに、自分も同じような
ことをしていることに気付きました。自分の思いを伝える
ことや、ふわふわ言葉を使って、みんなが安心して過ごせ
る学校をつくってほしいと思います。

「『おれはかきをとってないぞ』を学習して」 菊陽南小学校　３年　土田　史
ふみ

校内人権集会
「みなみっ子集会」のようす

「人間は尊敬すべきものだ！」「人間は尊敬すべきものだ！」
～「水平社宣言」から100年目の３月３日～

水平社宣言記念碑（奈良県御所市柏原）

３年生クラスマッチ IN さんさん公園！！

3 年生クラスマッチ

　３年生クラスマッチを、12月15日、さんさん公園で開催しました。今年は、本校グラウンドで行っていた昨

年と異なり、体育委員の生徒が企画・運営し、さんさん公園で開催。当日、学校で出発式を終えた後、生徒たち

は遠足気分を味わいながら徒歩で移動し、話し合いで決めた競技

「ドッチボール＆しっぽ取り」を楽しみました。１日を終え、生徒

も先生たちも大きな達成感とほどよい疲労感に浸りました。体育

委員長の出
で
口
ぐち

将
しょうご
吾さんは、「修学旅行など実施できなかった学校行

事はあったけど、それと同じくらいの思い出を日々の生活の中で

創ってきました。クラスマッチもその一つになり、よかったです。」

と感想を話しました。

　　100年の節目を迎えて考えたいこと
　我が国には、ハンセン病問題や水俣病問題、「障害」者問題、外国人問題などの解決すべき人権問題があ
ります。この「水平社宣言」の理念と全国水平社の差別をなくす運動はこれら被差別マイノリティ（少数者）
の自覚と運動に勇気と刺激をもたらしました。ハンセン病家族訴訟原告団長であった林

はやしちから
力さんは著書「差別

認識の序章」で「部落差別に目を覚ますということは、覚めるということは、さまざまな差別が見えてくる
ことでもあるわけで、部落の大衆が闘っていくという姿というものに触発されて父親のことを語りかけるこ
とができたと思います。」と記載しています。また、教科書の無償制度や奨学金制度、生活困窮者救済制度、
身元調査規制、世界のマイノリティの自由を求める運動などの国内外の人権の確立や民主主義の発展に寄与
することにもこの「水平社宣言」の精神が大きく関わっています。100年の節目に当たり、そして、新たな
100年に向けて「水平社宣言」の思いを見つめ直してみませんか。
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